
 

～ＡＩで「何ができるか」を正しく判断できる人材へ～ 

Ｇ検定対応 ＡＩリテラシ講座（知識編） 
株式会社浜名湖国際頭脳センター 

AI 活用が進む中、何ができるのか分からないまま導入しているケー

スも少なくありません。本講座は、G 検定の知識編として、AI の基礎か

ら機械学習・ディープラーニングの考え方、さらに法律・倫理・ガバナ

ンスまでを体系的に学ぶ内容です。あえて技術的な内容には踏み込まず、

まずはＡＩを正しく理解し、判断できる力を養います。 
 

＊Ｇ検定：（一社）日本ディープラーニング協会が主催し、AI・ディープラーニン

グを体系的に理解し活用するための知識を習得する検定試験です。 

 

受講によって得られること  試験対策だけでなく、実務での AI 活用を見据えた内容です 
● AI の全体像が体系的に理解できる 

● AI で「何ができるか・できないか」を判断できるようになる 

● AI を使う上で必須の法律・倫理などリスク管理の知識を習得できる 
 

開催概要 
［日 程］令和８年７月９日（木）・２４日（金）・８月６日（木）各１３：００～１７：００ 

［方 法］Zoom によるオンライン開催 

［対 象］・社内のＡＩ導入やＤＸ推進を担当している管理職・リーダー層 

        ・ＡＩプロジェクトに関わるビジネスパーソン             ほか 

［前提知識］数学に関する基礎知識（高校卒業レベル／文系の方でもご受講いただけます） 

［内 容］（１日目）ＡＩの全体像と歴史的背景 （２日目）機械学習とディープラーニングの基礎 

（３日目）法律・倫理・ガバナンス         ＊詳細は、裏面「カリキュラム」をご参照ください 

専用サイトに準備したゲームやアニメーションを使い、視覚的にも理解しやすい学習環境で進めます 

［定 員］１２名（最少催行人数４名） 

［講 師］山崎有生氏（セイ・コンサルティング・グループ(株) 代表取締役） 

２５年以上の講師経験、１８年間のＩＴ研修会社経営を通じ、大手ＩＴ企業をはじめ幅広い業界でデータ分析

などコンサルティングや研修を提供。非エンジニアへのＡＩ・データ活用教育に豊富な実績を持つ。 

 [関連保有資格] ＪＤＬＡ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ GENERAL ２０１９ ＃３ 

［受講料］５０,０００円/名（税別）（税込５５,０００円） 

［その他］外部サーバへのアクセスに制限がないネット環境・ＰＣでご受講ください。 

［お申込］メールでお申込いただけます（裏面をご参照ください）         申込締切 ７月１日（水） 
＊キャンセルにつきましては、裏面「キャンセル及びキャンセル料について」をご参照ください。 

[お問合せ先] 浜名湖国際頭脳センター 担当：米良・佐藤 jinzai@hamanako.co.jp／TEL053-416-4002 

------------------------------------------------------------------------------------- 

★令和９年２月に「技術編」を予定しており、本講座（知識編）とあわせて G 検定をベースにした AI

リテラシを学んでいただく構成となっております。 
 
 

 

 

 

 

オンライン開催 

知識編（本講座） オンライン 

令和８年７月９日・２４日・８月６日 

技術編 オンライン 

令和９年２月８日～１０日 

=> G 検定の前ステップとして、「IT パスポート取得講座」（オンデマンド配信）もございます 

〈学習ロードマップ〉 



［カリキュラム］ 

時間 内容 

１日目 

7/9(木) 

13:00～ 

17:00 

ＡＩの全体像と歴史的背景 

1. オリエンテーション 
1.1 G 検定の目的と出題傾向           1.2 本研修で「扱う／扱わない」範囲の明確化 

2. 人工知能とは 
2.1 人工知能の定義（強い AI／弱い AI）    2.2 人工知能と人間知能の違い  

2.3 フレーム問題・シンボルグラウンディング問題  2.4 チューリングテスト・中国語の部屋 

3. 人工知能をめぐる動向 
3.1 探索・推論（幅優先／深さ優先、αβ法） 3.2 知識表現（意味ネットワーク、述語論理） 

3.3 エキスパートシステムの考え方       3.4 第 1 次〜第 3 次 AI ブームの違い 

3.5 機械学習・ディープラーニング登場の意義 

4. 確認問題・要点整理 

２日目 

7/24(金) 

13:00～ 

17:00 

機械学習とディープラーニングの基礎 

1. 機械学習の概要 
1.1 教師あり／なし／強化学習の違い     1.2 回帰・分類・クラスタリング 

1.3 学習と推論の違い               1.4 過学習・汎化性能 

1.5 モデル評価（精度・再現率・F 値の考え方） 

2. ディープラーニングの概要 
2.1 ニューラルネットワークの基本構造     2.2 パーセプトロン 

2.3 活性化関数の役割               2.4 誤差関数と最適化の考え方 

2.5 誤差逆伝播法（考え方レベル）        2.6 勾配降下法の直感的理解 

3. 機械学習と DL の整理 
3.1 「なぜディープラーニングが必要だったか」 3.2 従来手法との比較軸 

4. 確認問題 

３日目 

8/6(木) 

13:00～ 

17:00 

法律・倫理・ガバナンス 

1. AI に関する法律 
1.1 個人情報保護法（要配慮個人情報、匿名加工情報） 1.2 著作権法（学習データと著作物） 

1.3 特許法と AI 発明                1.4 不正競争防止法 

1.5 契約の基本構造（開発委託／サービス提供） 

2. AI 倫理 
2.1 公平性・バイアス                2.2 プライバシー 

2.3 説明可能性（Explainable AI）         2.4 セキュリティと悪用リスク 

3. AI ガバナンス 
3.1 国内外ガイドライン（OECD、総務省等）  3.2 組織としての AI 統制 

3.3 ルール・責任・説明体制            3.4 ビジネス導入時の注意点 

4. 総まとめ 
4.1 法律・倫理の出題パターン整理 

＊受講人数や理解度に応じて、内容の進行を一部調整する場合がございます。 
 

［お申込方法］               申込締切 ７月１日（水） 

■送信先 jinzai@hamanako.co.jp  ■件名 「Ｇ検定対応講座知識編申込」 

メールに以下を記載の上、お送りください。 

(1)貴社名 

(2)所在地（郵便番号） 

(3)担当者 お名前（ふりがな）／部署・役職／TEL／メールアドレス 

(4)受講者 お名前（ふりがな）／部署・役職／メールアドレス（参加方法ご連絡先） 
＊受講者が複数名いらっしゃいましたら、人数分ご記載ください。 

＊受講者とご担当者が同じでしたら、受講者に「ご担当者と同じ」と記載ください 

＊お送りいただいた情報は、本講座のご連絡のほか、今後の情報提供で利用する場合がございます。 
 

キャンセル及びキャンセル料について 
・キャンセルされる場合には、講座開催日（複数日開催の場合は開始日）１０日前の１７：００までにメールまたはお電話でご連絡ください。

それ以降のキャンセルにつきましては、原則として受講料の全額をご負担いただきます。 

・受講者の変更は、キャンセル料は発生いたしません。 Ver1.0 


